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▲大野原小・中学校運動会でのソーラン踊り



をを認認定定
平
成
29
年
第
3
回
定
例
会
は
9
月
1
日
に
招
集
さ
れ
、
10
月

3
日
ま
で
33
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

本
定
例
会
の
提
出
議
案
は
報
告
3
件
と
条
例
の
一
部
改
正
1

件
、
建
設
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
1
件
、
平
成
29
年
度
補

正
予
算
6
件
、
平
成
28
年
度
決
算
認
定
10
件
、
諮
問
3
件
の
併

せ
て
21
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
た
。

9
月
19
日
、
決
算
認
定
10
件
を
除
く
11
件
の
議
案
を
可
決
し

た
。
9
月
25
日
に
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
平
成
28
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
な
ど
10
件
の
決
算
認
定

に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
っ
た
。
9
月
21
日
、
条
例
1
件
が
提

案
さ
れ
、
9
月
29
日
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
の
追
加
議
案
1

件
が
上
程
さ
れ
た
。
10
月
3
日
、
意
見
書
3
件
の
発
議
と
併

せ
、賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
、第
3
回
定
例
会
が
閉
会
し
た
。

（
賛
否
表
は
9
Ｐ
）

今
議
会
、
一
般
質
問
は
16
名
の
議
員
が
3
日
間
に
わ
た
り
市

政
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
部
へ
鋭
く
質
問
を
行
っ
た
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決

算
状
況
は
、
歳
入
総
額
1
6

9
億
2
7
2
3
万
円
（
前
年

度
比
7
・
3
％
、
11
億
5
1

9
3
万
円
増
）。
自
主
財
源

比
率
は
42
・
1
％
（
前
年
度

比
18
・
6
％
、
11
億
1
8
5

1
万
円
）
と
増
加
し
、
依
存

財
源
比
率
は
57
・
9
％
に
減

少
し
て
い
る
。
理
由
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
好
調
な
こ
と
も
含
め
、
市

債
の
減
少
が
主
要
因
で
あ

る
。歳

出
総
額
は
1
6
3
億
5

1
1
1
万
円
（
前
年
度
比

7
・
1
％
で
10
億
7
7
0
0

万
円
増
）。
増
加
の
要
因
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
支
援
業
務
等
の
総
務
費
や

農
林
水
産
業
費
、
合
併
特
例

債
償
還
金
等
の
公
債
費
な
ど

が
増
加
の
お
も
な
要
因
と

な
っ
た
。

実
質
単
年
度
収
支
は
9
億

6
8
7
6
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
実
質
収
支
2
億
4
6
0
1

万
円
の
歳
入
不
足
が
生
じ
、

昨
年
同
様
に
翌
年
度
繰
上
充

用
で
対
応
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
ほ
か
7
つ
の
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
実
質
収
支
額
で
各

会
計
と
も
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
る
。

水
道
事
業
会
計
は
損
益
勘

定
で
4
1
5
6
万
円
の
黒
字

だ
が
、
資
本
勘
定
に
お
い
て

は
損
失
が
生
じ
、
消
費
税
収

支
調
整
額
と
過
年
度
分
損
益

留
保
資
金
で
補
填
さ
れ
た
。

一般会計

実
質
単
年
度
収
支
で

9
億
6876
万
円
の
黒
字
決
算

自主財源、依存財源とは
自主財源とは、自治体が

自らの権限で収入しうる財
源で、中心となるのは地方
税（市税）であるが、その
他、条例や規則で徴収でき
る使用料や手数料、繰入金
などであるが、近年は、ふ
るさと応援寄附金も貴重な
財源となっており、その比
率が高いほど健全な財政状
況といえる。
一方の依存財源とは、他

に依存する歳入のことで、
主に地方交付税などの国庫
支出金（補助金）や県支出
金（補助金）であるが、事
業を行うときの市債（借
金）も依存財源である。

主な財政指標
平成
27年度

0．388

5．8％

86．4％

7．7％

78．4％

平成
28年度

0．389

6．9％

79．6％

7．7％

70．7％

区 分

財政力指数

実質収支比率

経常収支比率

実質公債費率

将来負担比率

▲地方創生加速化交付金で開催された忍者イベント

決

算
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自
主
財
源
42.1% 

依
存
財
源
57.9% 

市債
5.4%

市税
15.9%

分担金負担金
1.2% 使用料

手数料
1.5%

寄附金
10.6%

繰入金
6.3%

繰越金
3.0%

地方交付税
28.3%

国県の
補助金
24.2%

その他収入
3.6%

公債費
8.0%教育費

6.1%

労働費
0.1%

農水費
7.4%

商工費
2.6%

議会費
1.0%

総務費
25.4%

民生費
31.7%衛生費

6.0%

土木費
8.6%

災害復旧費
0.2%

消防費
2.9%

借金負担
（公債費）
４８，７１８円

教育費
３７，２３３円

土木費
５２，４６５円

総務費
１５４，８０４円

民生費
193,477円

農林水産業費
45,174円

市税負担（一人当たりの人口割）１００，０９２円

531,871円

Q

Q

平成28年度 一 般
特 別
水道事業会計決算

一般会計の状況

一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
違
い

一
般
会
計
と
は
市
税
や
地

方
交
付
税
等
を
主
な
財
源
と

し
て
、
人
件
費
、
扶
助
費
等

の
基
本
的
な
経
費
を
組
み
入

れ
て
計
上
し
た
会
計
で
市
の

予
算
の
中
心
と
な
る
。

特
別
会
計
と
は
、
国
保
の

よ
う
に
、
特
定
の
人
た
ち
が

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
や
、
農
業

集
落
排
水
事
業
の
よ
う
に
、

利
益
を
受
け
る
人
た
ち
が
負

担
す
る
お
金
を
中
心
に
運
営

さ
れ
る
事
業
。
他
に
公
共
下

水
道
や
浄
化
槽
、
第
7
・
第

8
土
地
区
画
、
嬉
野
温
泉
駅

周
辺
土
地
区
画
等
が
あ
る
。

収
益
的
・
資
本
的

収
支
と
は

収
益
的
収
支
と
は

水
道
事
業
会
計
は
、
民
間

会
社
と
同
様
で
、
水
道
事
業

の
経
営
活
動
で
発
生
す
る
料

金
収
入
な
ど
の
収
益
（
収

入
）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
製

造
経
費
、
人
件
費
や
固
定
資

産
の
減
価
償
却
な
ど
の
費
用

（
支
出
）
が
計
上
さ
れ
る
。

資
本
的
収
支
と
は

水
道
事
業
会
計
に
お
い

て
、
経
営
規
模
の
拡
大
に
係

る
資
産
の
取
得
に
要
す
る
経

費
や
企
業
債
の
元
金
償
還
金

な
ど
の
支
出
と
、
一
般
会
計

補
助
金
や
企
業
債
な
ど
の
収

入
が
計
上
さ
れ
る
。

歳出を市民（26，796人）一人当りにすると
平成29年3月末現在

各決算の状況 （単位 万円）

差 引 額

5億7612万円

▲2億4601万円

96万円

975万円

916万円

265万円

71万円

1141万円

2184万円

残高

4156万円

留保資金より補填

1億5556万円

総 支 出

163億5111万円

46億2277万円

3億2732万円

3億3670万円

3億3456万円

8266万円

1億3238万円

1億2123万円

6億2510万円

経費支出

5億6457万円

工事費償還金他

4億1015万円

総 収 入

169億2723万円

43億7675万円

3億2829万円

3億4645万円

3億4372万円

8532万円

1億3309万円

1億3265万円

6億4695万円

水道料金他

6億613万円

補助金他

2億5459万円

会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険

後期高齢者

農業集落排水

公共下水道

浄化槽

第七土地区画

第八土地区画

嬉野温泉駅周辺

収益的収支
（税抜き）

資本的収支

特

別

会

計

水
道
企
業
会
計

歳入

歳出

決
算
状
況

３



市
税
微
収
率

前
年
よ
り
微
増

市
税
全
体
の
収
納
額
は
、

26
億
8
2
0
5
万
円
（
前
年

比
4
1
2
9
万
円
増
）
で
徴

収
率
は
85
・
9
％
と
前
年
度

よ
り
3
・
2
ポ
イ
ン
ト
増

加
。
こ
の
う
ち
現
年
課
税
分

の
徴
収
率
は
98
・
2
％
と

0
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
。

滞
納
繰
越
分
の
収
納
額

は
、
3
9
3
8
万
円
で
徴
収

率
は
9
・
1
％
で
前
年
度
よ

り
3
・
4
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
。

ま
た
、
税
目
ご
と
の
徴
収

率
は
、
い
ず
れ
も
前
年
度
よ

り
向
上
し
て
い
る
。

市
税
の
収
入
未
済
額
は
、

3
億
8
2
2
9
万
円
で
、
そ

の
う
ち
固
定
資
産
税
分
が

85
・
3
％
、
市
民
税
分
は

12
・
8
％
合
計
98
・
1
％
と

ほ
ぼ
全
体
を
占
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

ま
た
、
市
税
の
不
納
欠
損

額
は
5
7
5
2
万
円
で
固
定

資
産
税
分
が
89
・
2
％
、
市

民
税
分
は
9
・
5
％
合
計
98
・

7
％
と
こ
ち
ら
も
ほ
ぼ
市
税

の
全
体
を
占
め
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

滞
納
繰
越
と
な
っ
て
か
ら
の

徴
収
が
難
し
く
な
る
の
で
、

現
年
課
税
分
の
徴
収
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

貯金はこれだけ
基金の内訳

平成28年度末
583万円
170万円

18億3004万円
11億1979万円
4億1549万円

15万円
4億6405万円
2041万円

2億3851万円
59万円
5919万円
5000万円

1億3790万円
1億93万円
750万円
2143万円
29万円

13億8498万円
7万円

58億5137万円

貯金の項目
肉用繁殖牛導入事業基金
印紙類購入基金
財政調整基金
減債基金
地域づくり推進事業基金
ふるさと応援寄附金基金
地域福祉基金
ふるさと水と土保全対策基金
公共施設建設基金
学校建設基金
奨学資金積立金
人づくり振興基金
下水道事業基金
土地開発基金
高額療養費資金貸付基金
肉用繁殖牛導入事業基金
印紙類購入基金
合併振興基金ほか
教育環境支援基金
合計

動
産

現

金

市税の徴収状況（現年課税分）
前年度徴収率

98．5％

96．2％

97．1％

100．0％

99．8％

97．6％

徴収率

98．5％

97．6％

96．5％

100．0％

99．2％

98．2％

収入額

10億2029万円

11億7812万円

9297万円

2億7726万円

7400万円

26億4266万円

収入予定額

10億3553万円

12億764万円

9635万円

2億7726万円

7457万円

26億9136万円

市民税

固定資産税

軽自動車税

たばこ税

入湯税

計

借金はこれだけ 単位万円

地方債（借入金）の内訳
平成28年度末
5億7450万円
1億372万円
4億8097万円
5554万円

3億4783万円
2096万円

6億690万円
50億7356万円
52億5371万円
1億6832万円
126億8605万円

借入金の項目
総務関係の借入金
減税関係の借入金
土木建設・公営住宅の借入金
防災関係の借入金
教育関係の借入金
災害復旧債
その他
①臨時財政対策債
②合併特例債
③ほか
合計

▲市税微収に努力する税務収納課

市
税
の
状
況
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決
算
審
査
は
、
議
長
と
議

会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
16

名
の
議
員
で
、
平
成
28
年
度

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
平
成
28
年
度
嬉
野
市
一

般
会
計
や
特
別
会
計
（
8

件
）、
水
道
事
業
会
計
の
合

計
10
件
の
審
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
で
は
、
所
管
す
る

担
当
課
の
説
明
を
受
け
、
事

業
の
成
果
や
課
題
、
今
後
の

取
り
組
み
等
の
審
査
を
行

い
、
ま
た
、
現
地
調
査
も
必

要
に
応
じ
て
行
っ
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
加

や
市
税
の
増
加
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
地
方
交
付
税
や
国

庫
支
出
金
等
の
依
存
財
源
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

は
変
わ
り
な
く
、
厳
し
い
財

政
運
営
と
い
え
る
。

一
方
、
歳
出
で
は
不
用
額

が
3
億
円
余
り
出
て
お
り
、

減
額
補
正
が
可
能
で
あ
れ
ば

財
源
の
有
効
活
用
を
求
め

る
。ま

た
、
今
回
も
各
課
に
お

い
て
予
算
流
用
の
案
件
が
確

認
さ
れ
た
。
行
政
事
務
の
円

滑
遂
行
に
は
仕
方
が
な
い
が

可
能
な
限
り
補
正
予
算
へ
の

計
上
を
行
い
、
議
会
の
議
決

後
の
予
算
執
行
を
強
く
求
め

る
。

『総務課』
☆職員健康診断のストレスチェックは、健康管理上重要
な事業なのでしっかり取り組んでもらいたい。

『財政課』
☆駐車場改修工事請負費の中から高速インター駐車場整
備費が支出されている。補正で対処すべきである。

『うれしの温泉観光課』
☆観光情報の一元化は重要な施策であり、さらなる内容
の充実を求める。

『税務収納課』
☆徴収努力は認めるが、さらなる収納率向上のためには
担当職員を増やすべきである。

『企画政策課』
☆地域公共交通のあり方は、人口減少を踏まえ総合的な
交通体系を早急に検討すべきである。

『健康づくり課』
☆国保運営が平成３０年度から広域化されるが、健全運営
のためにもさらなる徴収率の向上を望む。
☆各種検診の受診率は低迷している。受診率向上のため
に、先進地の事例を参考しながら努力されたい。

『福祉課』
☆民生委員活動は仕事量の多さが課題であり、各種公式
行事参加の見直しで負担軽減をはかるべきである。
☆社会福祉協議会の事業は増加傾向なので、整理や検討
が必要である。

『子育て支援課』
☆一時預かり事業は、塩田地区と嬉野地区で運営方法が
異なっている。事業の精査も含め再検討が必要。
☆「子供の幸せを考えるためのアンケート調査」で生活
困難世帯の現状把握ができているが、これを今後の施
策に生かすべきである。

『教育委員会』
☆奨学金貸与事業で償還金返納未済額が発生している。
会計処理方法や機関保証制度の活用も今後の検討課題
である。
☆英検の受験料補助が中学３年間で１回のみである。小
学校での英語教育が本格化する中で、受験回数の増加
が必要ではないか。

『文化・スポーツ振興課』
☆助成事業を利用したイベント等の開催で、社会文化会
館の有効活用を図るべきである。
☆高齢者教室は、時代のニーズに合うような内容や仕組
みを工夫して見直しを求める。

『建設・新幹線課』
☆市内の公衆トイレの水洗化を含め更新していく計画が
必要である。
☆市営住宅の老朽化が進んでおり、全体的な計画を早急
に立てる必要がある。住宅使用料の収入未済について
も会計処理の方法を含め今後の検討課題である。

『環境下水道課』
☆農業集落排水事業の収入未済の徴収には、さらなる努
力を望む。下水道使用料金の統一に向けて、会計処理
方法等も含む検討を早急に取り組む必要がある。

『水道課』
☆水道料金徴収のさらなる努力を望む。料金滞納常習者
には、閉栓処理の厳格化を含め検討すべきである。

『うれしの茶振興課』
☆うれしの茶海外販路開拓戦略策定事業は、輸出に向け
た防除暦が作成されているので、今後は他生産者の協
力も求め事業の進展に向けて努力を求める。

予算流用は慎重に
議会から改善を指摘

指摘事項の主なもの
決算審査報告書から抜粋

決
算
指
摘
事
項

５



の
放
課
後
学
校
塾
を
実
施

８億５３０８万円を補正
中
学
生
の
た
め
の
放
課

後
学
校
塾
事
業
と
し
て

３
２
３
万
円

問
現
在
、
放
課
後
等
補
充

学
習
支
援
授
業
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
。

答
週
に
1
回
2
時
間
実
施

し
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
で

さ
ら
に
週
4
日
間
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

問
財
源
は
ど
う
か
。

答
国
の「
子
ど
も
の
未
来

応
援
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
支
援
事
業
」の
補
助
金
を

活
用
し
、
各
中
学
校
の
希
望

す
る
3
年
生
に
、
高
校
進
学

に
向
け
た
補
充
学
習
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

問
い
つ
か
ら
始
め
る
か
。

答
11
月
か
ら
来
年
2
月
ま

で
の
4
カ
月
間
を
予
定
し
て

い
る
。

問
次
年
度
も
継
続
し
て
こ

の
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

答
国
の
事
業
は
、
今
年
度

限
り
で
あ
る
が
、
今
年
度
の

効
果
を
見
て
検
討
し
た
い
。

保
育
所整

備
事
業
に

８
０
７
万
円

問
ど
こ
の
保
育
園
が
対
象

な
の
か
。

答
岩
屋
保
育
園
の
園
舎
が

老
朽
化
し
て
、
建
て
替
え
の

時
期
に
き
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
の
予
定
は
ど

う
か
。

答
今
年
度
は
実
施
設
計
と

仮
設
園
舎
の
建
設
を
行
い
、

次
年
度
に
新
し
く
園
舎
を
建

設
す
る
計
画
で
あ
る
。

問
今
年
度
は
、
嬉
野
幼
稚

園
園
舎
の
建
設
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
も
園
舎
建

て
替
え
の
要
望
は
出
て
い
る

の
か
。

答
築
40
年
位
が
建
て
替
え

の
時
期
で
、
こ
の
後
も
久
間

子
守
保
育
園
や
下
宿
保
育

園
、
塩
田
ル
ン
ビ
ニ
保
育
園

と
園
舎
の
建
て
替
え
計
画
の

予
定
が
あ
る
。

一般会計総額155億8395万円に

中学生
▲既に実施されている小学校の子ども学校塾

▲改築される岩屋保育園

補
正
予
算
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地
域
お
こ
し

協
力
隊
確
保
に

２
０
１
万
円

問
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答
新
幹
線
開
業
に
向
け
た

嬉
野
の
ま
ち
づ
く
り
や
資
源

の
磨
き
上
げ
を
地
域
と
共
に

行
う
若
い
人
材
の
確
保
や
移

住
を
期
待
し
て
い
る
。

問
具
体
的
な
事
業
の
内
容

は
。

答
都
市
部
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
1
名
を
募
集
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
企
画

立
案
及
び
実
施
な
ど
の
活
動

や
地
域
資
源
に
関
す
る
情
報

発
信
を
行
っ
て
も
ら
う
。

ま
た
、
民
間
の
ま
ち
づ
く

り
会
社
「
株
式
会
社
嬉
野
創

生
機
構
」
と
連
携
し
て
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
活
動
を

担
っ
て
も
ら
う
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

答
佐
賀
県
と
一
緒
に
な
っ

て
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
に

７
億
円

問
今
回
も
多
く
の
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
4
月
に
、
国
が
返
礼
品

の
割
合
の
見
直
し
を
求
め
る

発
表
を
し
た
の
で
、
5
月
か

ら
駆
け
込
み
に
よ
る
寄
附
金

が
大
き
く
増
え
て
、
昨
年
並

み
の
17
億
円
近
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

問
嬉
野
市
は
、
返
礼
品
の

割
合
の
見
直
し
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
今
年
度
も
地
元
業
者
と

協
力
し
て
や
っ
て
い
く
計
画

を
た
て
て
い
た
の
で
、
年
度

途
中
の
見
直
し
は
考
え
て
い

な
い
。

問
来
年
度
か
ら
は
見
直
す

考
え
か
。

答
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

は
貴
重
な
財
源
な
の
で
、
慎

重
に
検
討
す
る
。

伝
統
的
建
築
物
群

保
存
対
策
事
業
と
し
て

１
８
５
０
万
円

問
伝
建
地
区
の
ど
こ
を
保

存
修
理
す
る
の
か
。

答
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
荷
揚

げ
台
が
劣
化
し
て
崩
落
の
危

険
性
が
あ
る
の
で
、
今
回
改

修
工
事
を
行
う
。

問
荷
揚
げ
場
の
再
現
が
で

き
な
い
の
か
。

答
現
状
の
修
復
が
こ
の
事

業
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
の

で
勝
手
に
は
で
き
な
い
。

問
観
光
に
役
立
つ
よ
う
な

説
明
や
案
内
板
な
ど
の
設
置

は
で
き
な
い
の
か
。

答
検
討
し
て
み
た
い
。

問
こ
れ
か
ら
の
整
備
計
画

の
予
定
は
。

答
国
の
補
助
事
業
で
も
あ

る
の
で
予
算
確
保
に
努
め
、

地
元
の
保
存
会
の
皆
さ
ん
の

意
向
を
聞
き
な
が
ら
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
費
用
に

１
５
３
７
万
円

問
追
加
議
案
の
補
正
予
算

に
な
っ
た
理
由
は
。

答
突
然
の
衆
議
院
の
解
散

で
急
き
ょ
計
上
さ
れ
た
。

問
今
回
の
選
挙
費
用
の
財

源
は
ど
こ
か
ら
出
る
の
か
。

答
佐
賀
県
の
支
出
金
と
し

て
1
3
5
0
万
円
、
残
り
は

嬉
野
市
の
一
般
財
源
か
ら
1

8
7
万
円
が
支
出
さ
れ
る
。

問
選
挙
費
用
の
内
訳
は
。

答
職
員
の
選
挙
事
務
専
従

者
の
時
間
外
手
当
に
8
7
0

万
円
、
投
票
管
理
者
・
投
票

立
会
人
・
開
票
管
理
者
・
開

票
立
会
人
の
報
酬
に
1
7
5

万
円
、
入
場
券
発
送
料
・
電

話
代
・
チ
ラ
シ
の
新
聞
折
り

込
み
代
・
選
挙
機
器
点
検
料

等
に
1
4
5
万
円
、
選
挙
事

務
臨
時
職
員
6
名
分
の
賃
金

93
万
円
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

設
置
・
撤
去
費
用
に
99
万

円
、
事
務
用
品
・
入
場
券
印

刷
代
・
弁
当
代
等
に
75
万

円
、
投
票
用
紙
計
数
機
1
台

と
投
票
用
紙
自
動
交
付
機
1

台
の
購
入
費
に
62
万
円
と
そ

の
他
費
用
と
な
っ
て
い
る
。

その他の補正予算
金 額

100万円

5，500万円

124万円

135万円

30万円

40万円

86万円

項 目

急傾斜地崩壊対策事業（庵の山地区）

九州新幹線西九州ルート建設事業

通級指導教室整備事業（塩田中学校）

公共下水道事業

消防団員確保対策事業

地域防災力向上促進事業

保育士等の処遇改善導入対策事業

▲全国各地で活躍する地域おこし協力隊

補
正
予
算
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9
月
定
例
議
会
に
請
願
1
件
・
陳
情
3
件
が
提
出
さ
れ
、
請

願
は
委
員
会
付
託
を
し
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
採
択
し
意
見

書
と
し
て
提
出
し
た
。
そ
の
他
に
議
員
発
議
で
3
件
の
意
見
書

を
提
出
し
慎
重
な
審
議
を
お
こ
な
い
、
採
択
し
た
。

請
願

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
2
分

の
1
復
元
を
は
か
る
た
め

の
、
2
0
1
8
年
度
政
府
予

算
に
係
わ
る
意
見
書
の
採
択

請
願
者

嬉
野
町
大
字
下
宿

杉
浦
久
美
子

陳
情

工
事
発
注
に
お
け
る
市
内
下

請
け
業
者
選
定
を
求
め
る

嬉
野
市

小
原
健
史

福
田
文
夫

他
3
名

森
林
・
林
業
・
山
村
対
策

の
抜
本
的
強
化
を
は
か
る
た

め
の
「
全
国
森
林
環
境
税
」

の
導
入
を
求
め
る

全
国
森
林
環
境
税
促
進

議
員
連
盟

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
採
択
を

自
治
労
佐
賀
県
本
部

原
口
郁
哉

今日、学校を取り巻く環境は複雑化・困難化し
ており、学校に求められる役割は拡大し、専門的
な知識を持った教員を含む計画的な教職員定数改
善が必要である。また、豊かな人間性を備えた創
造的な人材を育成する上で、義務教育水準の維持
向上を図ることが重要である。
子どもたちの教育環境改善のために、計画的な

教職員定数改善を推進し、教育の機会均等と水準
の維持向上をはかるために、義務教育費国庫負担
制度の負担割合を2分の1に復元すること。

我が国の地球温暖化対策について、森林吸収源
対策の推進が不可欠となっている。
平成29年度税制改正大綱において、「市町村が

主体となって実施する森林整備等に必要な財源に
充てるため、個人住民税均等割の枠組の活用を含
め都市・地方を通じて国民に等しく負担を求める
ことを基本とする森林環境税（仮称）の創設」に
関し、「平成30年度税制改正において結論を得る」
と明記されたことから、森林・林業・山村対策の
抜本的強化をはかるための「全国森林環境税」の
早期導入を求める。

地方自治体は、社会状況の急激な変化により、

新たな施策課題に直面している。このような中、

地方財政の確立を目指すことが必要である。社会

保障予算の確保、国税から地方税への財源移譲、

地方財政計画に計上されている財源においては、

臨時・一時的な財源から恒久的財源への転換を図

ること、同時に地方交付税の確保については、臨

時財政対策債等の特例借置に過度に依存しないも

のとし、対象国税4税の法定率の引き上げを行う

ことなどを求める。

１件の請願２件の陳情

国に意見書を提出

地
方
公
共
団
体
の
議
会

は
、
地
方
自
治
法
第
99
条

に
お
い
て
、
地
方
公
共
団

体
の
公
益
に
関
わ
る
事
柄

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
に

基
づ
き
、
議
会
と
し
て
の

意
見
や
希
望
を
意
見
書
と

し
て
内
閣
総
理
大
臣
、
国

会
、
関
係
行
政
庁
に
提
出

で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、

住
民
代
表
で
あ
る
議
会
の

総
意
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
。

全国森林環境税の導入

教職員定数と義務教育費国庫負担制度２分の１
復元をはかるための、２０１８年度政府予算に係わ
る意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

意
見
書
と
は

▲学校での音楽授業風景（吉田小）

請
願
・
陳
情
・
意
見
書

８



議
員
提
案
に
よ
る
条
例
を
提
出

今
議
会
に
条
例
改
正
1
件
、
建
設
工
事
請
負
変
更
契

約
の
承
認
1
件
、
議
員
提
案
に
よ
る
議
員
報
酬
支
給
条

例
の
特
例
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

今
回
の
条
例
は
、
議
員
提

案
に
よ
る
、
長
期
欠
席
に
対

す
る
議
員
報
酬
の
減
額
を
定

め
る
も
の
で
す
。
県
下
10
市

の
足
並
み
を
そ
ろ
え
制
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
制
定
済
み
の
市
も
あ
り
）。

す
で
に
制
定
し
て
い
る
嬉

野
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁

償
支
給
条
例
に
、
特
例
と
し

て
追
加
制
定
す
る
形
式
を

と
っ
て
い
ま
す
。

主
な
要
点
と
し
て

○
長
期
欠
席
届
書
・
復
帰
届

書
の
提
出
の
義
務

○
欠
席
期
間
に
よ
り
2
割
、

3
割
、
5
割
の
報
酬
減
額

○
本
会
議
、
委
員
会
、
議
員

派
遣
等
の
長
期
欠
席

工事請負変更契約を可決

問
契
約
変
更
が
説
明
だ
け

で
、
資
料
も
な
く
不
親
切

だ
。
改
め
て
、
資
料
と
詳
細

説
明
を
求
め
る
。

答
工
事
の
一
部
変
更
に
よ

り
工
事
金
額
を
6
9
1
万
円

増
の
2
億
2
2
5
0
万
円
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
杭
工
事

に
お
い
て
、
転
石
が
見
つ
か

り
そ
の
除
去
工
事
が
必
要
と

な
っ
た
。

ま
た
、
建
物
本
体
の
基
礎

を
掘
削
中
に
裏
山
か
ら
の
湧

水
が
発
見
さ
れ
暗
渠
排
水
工

事
を
追
加
し
た
。
さ
ら
に
収

蔵
庫
の
棚
を
木
製
の
作
り
付

け
収
蔵
棚
に
変
更
し
た
。

議案の賛否 どう判断
賛 否 表 ○は賛成 ●は反対

17
山
口

要

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

16
西
村
信
夫

監査

監査

監査

監査

監査

監査

○

○

○

○

15
織
田
菊
男

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

14
田
中
政
司

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

13
梶
原
睦
也

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

12
大
島
恒
典

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

11
芦
塚
典
子

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

10
山
口
政
人

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

9
山
下
芳
郎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

8
田
中
平
一
郎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

7
山
口
忠
孝

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

6
辻

浩
一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

5
森
田
明
彦

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

4
増
田
朝
子

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

3
川
内
聖
二

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

2
宮
﨑
良
平

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1
生
田
健
児

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

結

果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

議 案 名

平成28年度嬉野市一般会計歳入歳出
決算認定について
平成28年度嬉野市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について
平成28年度嬉野市農業集落排水特別
会計歳入歳出決算認定について
平成28年度嬉野都市計画下水道事業嬉野市公共下
水道事業費特別会計歳入歳出決算認定について
平成28年度嬉野市浄化槽特別会計歳
入歳出決算認定について
平成28年度嬉野市水道事業会計決算
認定について
平成29年度 嬉野市一般会計補正予
算（第3号）
嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費
用弁償支給条例の特例に関する条例について
地方財政の充実・強化を求める意見
書について
「全国森林環境税」の創設に関する
意見書について

議案番号

議案第55号

議案第56号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第64号

議案第65号

発議第3号

発議第4号

発議第5号

▲全員出席で執行部と審議する委員会

条
例
改
正

請
負
契
約

議
会
の
賛
否

▲来年4月のオープンに向けて建設中のうれしの茶交流館

９



今
回
で
17
回
目
に
な
る

「
議
員
と
か
た
ろ
う
会
」
を

平
成
29
年
7
月
24
日
か
ら
28

日
ま
で
の
4
日
間
で
開
催
し

ま
し
た
。

「
議
員
と
か
た
ろ
う
会
」
に

お
い
て
市
民
の
皆
様
よ
り
要

望
が
あ
っ
た
意
見
を
、
議
員

間
で
集
約
し
執
行
部
に
対
し
、

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
回
答
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

轟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
駐
車
場
を
何
と

か
で
き
な
い
か

答
轟
・
大
野
原
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
駐
車
場
に
関
し
て

は
、
近
隣
の
住
民
の
方
々
が

無
料
借
用
可
能
な
ど
の
申
し

出
も
あ
っ
て
い
る
。
本
来
の

計
画
で
は
2
階
建
て
で
大
会

議
室
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
っ
た

が
、
平
屋
が
よ
い
と
い
う
皆

さ
ん
の
代
表
で
あ
る
各
行
政

嘱
託
委
員
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
務
局
の
方
の
要
望
を
反
映

し
て
平
屋
と
な
っ
た
経
緯
が

あ
る
。
年
1
回
の
総
会
時
や

月
1
回
の
朝
市
等
は
近
隣
の

駐
車
場
を
借
り
る
こ
と
に
な

る
が
、
役
員
会
時
は
問
題
な

く
駐
車
可
能
と
考
え
て
い
る
。

塩
田
伝
建
地
区
に

ト
イ
レ
の
増
設
を

答
地
区
内
に
は
空
き
家
が

少
な
く
家
屋
の
ほ
と
ん
ど
は

個
人
住
宅
で
あ
る
た
め
、
す

ぐ
に
新
設
す
る
と
い
う
の
は

難
し
い
。
ま
た
港
広
場
に
と

い
う
意
見
も
あ
る
が
、
河
川

敷
で
あ
る
の
で
十
分
調
査

し
、
文
化
庁
と
の
協
議
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
現
段
階

で
は
、
地
区
内
の
既
存
ト
イ

レ
を
は
じ
め
、
リ
バ
テ
ィ
、

図
書
館
、
市
役
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
横
ト
イ
レ
な
ど
近
隣

の
既
存
施
設
と
連
携
し
、
利

用
を
お
願
い
し
た
い
。

農
業
後
継
者
を
後

押
し
す
る
施
策
を

答
集
落
営
農
組
織
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て
は
、
国
ま
た

は
県
の
農
業
再
生
協
議
会
か

ら
組
織
化
に
伴
う
事
務
経
費

の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る

が
、
市
の
担
当
者
や
県
の
出

先
機
関
で
あ
る
杵
藤
農
林
事

務
所
、
藤
津
農
業
改
良
セ
ン

タ
ー
及
び
Ｊ
Ａ
の
営
農
経
済

課
か
ら
各
担
当
が
集
落
に
出

向
き
営
農
組
織
立
ち
上
げ
の

説
明
を
す
る
な
ど
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
豪
雨
を
想
定
し

た
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か

答
近
年
の
局
地
集
中
ま
た

は
短
時
間
豪
雨
が
特
に
激
し

さ
を
増
し
、
各
地
で
水
害
が

頻
発
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
平
成
27
年
の
水

防
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
及

び
県
で
は
想
定
し
得
る
最
大

規
模
の
降
雨
に
よ
り
河
川
が

氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想

定
さ
れ
る
地
区
を
洪
水
浸
水

想
定
区
域
と
し
て
指
定
し
て

い
る
。
嬉
野
市
に
関
す
る
も

の
は
国
と
県
の
洪
水
浸
水
想

定
区
域
指
定
完
了
後
の
平
成

30
年
以
降
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
製
を
予
定
し
て
い
る
。

防
災
広
場
の
各
校

区
単
位
に
お
け
る

今
後
の
展
開
は

答
大
き
な
意
味
で
の
防
災

広
場
と
は
、
住
民
の
避
難

所
、
自
衛
隊
や
消
防
な
ど
の

支
援
隊
の
支
援
拠
点
、
ガ
レ

キ
集
積
所
、
仮
説
住
宅
建
設

用
地
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、

ま
ず
嬉
野
市
で
は
、
ガ
レ
キ

の
一
時
集
積
所
を
整
備
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
大
草
野
小
校
区
以

外
の
校
区
に
お
け
る
防
災
広

場
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
地

域
の
実
情
や
目
的
に
沿
っ
た

も
の
と
す
る
た
め
に
様
々
な

面
か
ら
の
検
討
が
必
要
だ
ろ

う
。医

療
費
が
増
大
し

て
い
く
な
か
で
予

防
対
応
を
含
め
各

種
実
態
調
査
を

答
要
介
護
前
の
段
階
か
ら

健
康
増
進
・
維
持
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
て

い
る
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
地

域
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
仕
組
み
と
し
て
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
が
考
え
ら
れ
る
。
高
齢
者

の
日
常
生
活
を
地
域
住
民
が

自
ら
支
え
あ
う
仕
組
み
を
作

り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

新
幹
線
工
事
に
よ
る
水

脈
変
更
で
田
畑
が
枯
渇

し
て
い
る
。
早
急
な
調

査
と
対
応
を

答
長
谷
地
区
よ
り
意
見
が

あ
り
ま
し
た
田
畑
に
つ
い
て

は
、
議
員
と
か
た
ろ
う
会

後
、
鉄
道
運
輪
機
構
に
て
現

地
を
確
認
さ
れ
、
新
幹
線
工

事
に
よ
る
影
響
も
含
め
、
水

文
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は

鉄
道
運
輪
機
構
に
よ
り
長
谷

地
区
へ
説
明
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
農
林
課
と
し
て

は
要
望
地
区
の
行
政
嘱
託
員

よ
り
状
況
を
尋
ね
た
い
。

私たちのお願いどうなった
議員とかたろう会の要望にお答えします

▲開催された議員とかたろう会（鳥越公民館）

議
員
と
か
た
ろ
う
会
の
お
答
え
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16議員が質問

3月議会

次ページは
一般質問

市
政
を

　

問
う9月議会

人
権
擁
護
委
員
と
は

人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い

て
、
法
務
大
臣
が
全
国
の

各
市
町
村
に
非
常
勤
職
と

し
て
委
託
し
た
人
た
ち
で

す
。地

域
の
皆
さ
ま
が
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
お
こ
な
っ
た
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
人
権
相
談

を
受
け
る
な
ど
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

おお茶茶のの間間でで議議会会をを

・インターネット中継
・有線テレビ

山口 政人 議員
（Ｐ12）

芦塚 典子 議員
（Ｐ12）

森田 明彦 議員
（Ｐ13）

山下 芳郎 議員
（Ｐ14）

川内 聖二 議員
（Ｐ14）

辻 浩一 議員
（Ｐ15）

山口 忠孝 議員
（Ｐ16）

宮﨑 良平 議員
（Ｐ16）

大島 恒典 議員
（Ｐ17）

西村 信夫 議員
（Ｐ18）

田中 政司 議員
（Ｐ18）

田中平一郎 議員
（Ｐ19）

梶原 睦也 議員
（Ｐ20）

増田 朝子 議員
（Ｐ20）

生田 健児 議員
（Ｐ21）

山口 要 議員
（Ｐ22）

人権擁護委員の
推薦に同意

嬉野政子さん
（61歳）
嬉野町下吉田

熊谷正之さん
（49歳）
嬉野町下吉田

宮﨑和子さん
（63歳）
嬉野町不動山

１１

い
っ
ぱ
ん
質
問



▲重要度が増している防災無線

防
災
行
政
無
線
の

対
策
は
ど
う
か

山
口
政
人
議
員

聞
き
取
り
に
く
い
地
域
を

少
な
く
す
る
作
業
を
し
て
い
る

答

建地区に
トイレ設置を

これからの課題だ

芦塚典子議員
伝
答

山
口

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

の
防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取

り
に
く
い
地
域
の
現
状
と
対

策
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

市
長

市
内
51
箇
所
に
設

置
し
て
い
る
が
、
聞
き
取
り

に
く
い
地
域
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
作
業
を
し
て
い

る
。山

口

難
聴
地
域
の
実
態

調
査
の
計
画
は
。

総
務
課
長

も
う
一
度
見

極
め
て
み
た
い
。

山
口

防
災
行
政
無
線

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
も
連
動

し
て
い
て
、
重
要
度
が
増
し

て
い
る
の
で
善
後
策
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

も
う
一
度
検

討
す
る
時
期
で
は
な
い
か
と

思
う
。

企
業
誘
致
の
見
直
し
は

山
口

久
間
工
業
団
地
へ

の
企
業
誘
致
の
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

市
長

雇
用
確
保
は
重
要

な
施
策
で
あ
る
し
、
こ
の
団

地
は
最
優
先
の
候
補
地
で
あ

る
の
で
今
後
も
誘
致
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
行
政
の
問
題
は

山
口

小
・
中
学
校
教
員

の
勤
務
実
態
は
ど
う
か
。

教
育
長

1
か
月
平
均
の

勤
務
時
間
外
労
働
は
、
小
学

校
が
29
・
6
時
間
。
中
学
校

が
70
・
3
時
間
（
過
労
死
ラ

イ
ン
は
80
時
間
）
で
、
部
活

動
の
指
導
時
間
が
影
響
し
て

い
る
。
法
律
改
正
で
、
学
校

職
員
で
な
い
指
導
員
が
顧
問

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
今
後
、
他
市
町
の
動
向

を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

山
口

部
活
動
は
、
小
学

校
は
学
習
指
導
要
領
に
は
な

い
が
、
中
学
校
は
教
育
活
動

で
あ
る
と
な
っ
て
い
る
が
。

教
育
長

小
学
校
は
な
い

が
、
中
学
校
は
教
育
課
程
の

延
長
で
あ
る
。

山
口

学
校
の
管
理
職

は
、
教
員
の
残
業
時
間
を
把

握
し
て
い
る
か
。

教
育
長

管
理
は
十
分
し

て
い
る
。

山
口

労
働
基
準
法
の
適

用
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り

管
理
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長

十
分
認
識
し
て

い
る
。

山
口

子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
と
い
う
先
生
方
の
善
意

が
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

教
育
長

先
生
方
は
真
面

目
で
子
ど
も
の
要
求
に
つ
き

あ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

働
き
方
を
言
え
ば
、
自
身
の

意
識
改
革
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

芦
塚

伝
建
地
区
に
ト
イ

レ
建
設
の
計
画
は
あ
る
か
。

市
長

ト
イ
レ
の
設
置
と

い
う
要
望
は
受
け
て
い
る

が
、
場
所
は
こ
れ
か
ら
の
課

題
だ
。

水
防
・
土
砂
災
害
対
策
は

芦
塚

塩
田
川
沿
い
の
布

手
地
区
の
現
在
の
災
害
避
難

場
所
は
床
上
浸
水
の
経
緯
が

あ
り
、
避
難
道
路
の
拡
幅
も

必
要
で
あ
る
。
地
区
住
民
と

の
話
し
合
い
が
必
要
で
は
。

市
長

話
し
合
い
を
し
て

い
き
た
い
。

芦
塚

嬉
野
市
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
馬
場

下
地
区
の
避
難
場
所
5
カ
所

が
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る
。

浸
水
想
定
区
域
以
外
に
指
定

避
難
場
所
が
で
き
な
い
か
。

市
長

国
と
県
の
洪
水
浸

水
想
定
区
域
指
定
完
了
後
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
を

予
定
し
て
い
る
。

農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

芦
塚

農
業
後
継
者
の
海

外
研
修
は
あ
る
か
。

市
長

う
れ
し
の
茶
で
取

り
組
み
を
し
て
、
生
産
者
等

が
海
外
視
察
を
し
て
い
る
。

芦
塚

県
外
か
ら
の
若
者

の
就
農
コ
ー
ス
な
ど
人
材
育

成
事
業
が
あ
る
か
。

市
長

市
内
の
農
業
後
継

者
が
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
で
県
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
で

キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
研
修
を
し

て
い
る
。

芦
塚

佐
賀
県
有
機
農
業

推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
、
県
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野市地域防災計画
見直しの考えは

もう一回見直して
対応したい

森田明彦議員
嬉
答

森
田

9
月
1
日
防
災
の

日
特
集
で
、
県
内
に
は
5
つ

の
活
断
層
が
あ
り
、
そ
の
中

で
佐
賀
平
野
北
縁
断
層
帯
が

最
大
Ｍ
7
・
5
、
も
う
一
つ

が
日
向
峠
―
小
笠
木
峠
断
層

帯
で
最
大
Ｍ
7
・
2
と
、
熊

本
大
地
震
を
超
え
る
地
震
も

想
定
さ
れ
る
と
地
元
新
聞
に

も
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
事
も

含
め
、
あ
ら
た
め
て
所
見
を

問
う
。

市
長

嬉
野
市
近
郊
20
キ

ロ
近
く
に
も
断
層
が
あ
り
、

私
ど
も
の
災
害
対
策
と
避
難

の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
も

う
一
回
見
直
し
て
対
応
す
る

事
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

市
民
の
方
へ
も
災
害
は
起
き

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
知

識
を
持
つ
よ
う
協
力
を
お
願

い
し
て
い
く
。

森
田

塩
田
地
区
の
方
は

大
雨
の
た
び
に
心
配
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
浸
水

被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
の

避
難
対
策
は
ど
う
か
。

市
長

記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
こ
と
も
大
事
で
あ
り
、

市
と
し
て
も
、
再
度
、
塩
田

川
の
安
全
対
策
と
避
難
対
策

を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

観
光
対
策
ど
う
取
り
組
む

森
田

多
言
語
で
酒
蔵
案

内
を
す
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
サ
ケ
ベ
ル
」
の
認
識
は
。

市
長

外
国
人
観
光
客
向

け
に
、
各
酒
蔵
の
歴
史
や
酒

の
種
類
な
ど
の
情
報
を
提
供

す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に

有
効
な
ツ
ー
ル
だ
と
考
え

る
。森

田

政
府
の
訪
日
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
今

ま
で
の
ア
ジ
ア
に
加
え
て
、

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
欧

米
や
豪
州
を
対
象
市
場
に
す

る
計
画
だ
。
嬉
野
市
と
し

て
、
今
後
、
欧
米
や
豪
州
向

け
の
対
策
は
考
え
て
い
る

か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

韓
国
、

台
湾
、
中
国
が
主
流
で
あ
っ

た
が
、
欧
米
、
豪
州
に
つ
い

て
も
今
後
の
課
題
と
し
て
研

究
し
て
い
く
。

塩
田
川
遊
歩
道
お
よ
び

河
川
対
策
は

森
田

市
民
や
観
光
客
の

方
が
散
策
さ
れ
る
遊
歩
道
の

ゴ
ミ
と
、
河
川
の
雑
草
の
除

去
対
策
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。市

長

塩
田
川
遊
歩
道
は

県
の
所
有
で
、
管
理
協
定
を

結
ん
で
い
る
。
今
後
ゴ
ミ
の

撤
去
は
市
で
行
い
、
河
川
内

の
雑
草
除
去
や
伐
採
、
し
ゅ

ん
せ
つ
等
に
つ
い
て
は
、
県

の
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

い
く
。

の
有
機
農
業
塾
が
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
参
加
者
は
。

市
長

お
茶
農
業
者
が
参

加
し
研
究
さ
れ
て
い
る
。

芦
塚

減
農
薬
栽
培
な
ど

の
特
定
栽
培
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
部
長

米
と
お

茶
が
7
8
9
ア
ー
ル
あ
る
。

所
有
者
の
所
在
不
明

土
地
・
空
き
家
は
あ
る
か

芦
塚

所
有
者
不
明
土

地
・
空
き
家
等
の
管
理
は
。

市
長

所
有
者
の
所
在
不

明
土
地
は
9
件
、
空
き
家

4
8
2
軒
の
う
ち
所
有
者
が

特
定
で
き
な
い
も
の
は
14
軒
。

芦
塚

固
定
資
産
税
の
徴

収
は
で
き
て
い
る
か
。

税
務
収
納
課
長

所
有
者

不
明
の
数
件
は
課
税
保
留
と

な
っ
て
い
る
。

芦
塚

死
亡
届
の
時
に
、

土
地
、
農
地
、
森
林
所
有
者

で
あ
る
場
合
、
相
続
手
続
き

を
説
明
し
、
固
定
資
産
係
や

農
業
委
員
会
な
ど
の
各
課
の

連
携
で
所
有
者
不
明
土
地
・

空
き
家
等
を
減
ら
す
施
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

勉
強
し
て
い
く
。

▲緊急時に備えての防災訓練

▲整備されている浜伝建地区のトイレ
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泉集中管理の完了
どうする

モニタリングシステム
までとする

山下芳郎議員
源
答

▲利用が多いみゆき公園球技場

市
内
の
運
動
施
設
を
市
民

優
先
に
は
で
き
な
い
か

川
内
聖
二
議
員

検
討
す
る
必
要
が
あ
る

答

山
下

合
併
時
の
市
民
へ

の
約
束
で
あ
っ
た
源
泉
集
中

管
理
の
完
了
は
ど
う
す
る
。

市
長

今
、
進
め
て
い
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ま

で
と
す
る
。

山
下

こ
の
シ
ス
テ
ム
は

温
泉
の
状
況
把
握
で
、
温
泉

を
保
護
す
る
目
的
で
な
い
。

呼
称
を
源
泉
集
中
監
視
へ

変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

ど
ち
ら
の
表
現
で

も
い
い
が
、
事
業
名
が
源
泉

集
中
管
理
で
あ
り
、
そ
の
一

環
で
行
っ
て
い
る
。

山
下

目
的
か
ら
ず
れ
て

い
る
の
で
、
ど
ち
ら
の
表
現

で
も
い
い
と
は
思
わ
な
い
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
所

有
者
の
理
解
は
ど
う
か
。

市
長

ほ
ぼ
理
解
い
た
だ

い
て
い
る
。

山
下

源
泉
を
所
有
し
て

い
な
い
旅
館
等
へ
の
説
明
を

前
回
質
問
し
た
が
、
そ
の
後

ど
う
説
明
し
た
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

ま
だ

説
明
し
て
い
な
い
。
旅
館
組

合
を
通
じ
て
説
明
す
る
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
計
画
は

山
下

建
設
中
の
市
民
セ

ン
タ
ー
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

併
設
を
提
案
し
た
が
、
計
画

に
入
っ
て
い
な
い
。
ど
う
す

る
の
か
。

市
長

整
備
検
討
委
員
会

に
聞
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

山
下

想
定
の
場
所
は
。

市
長

想
定
場
所
は
今
の

と
こ
ろ
は
な
い
。
委
員
会
の

意
見
を
聞
い
て
ま
と
め
る
。

新
幹
線
駅
構
内
に
温
泉
を

川
内

運
動
施
設
を
利
用

す
る
に
は
、
2
ヵ
月
前
か
ら

予
約
が
で
き
る
が
、
市
民
以

外
の
方
が
週
末
の
空
き
日
を

全
部
抑
え
て
し
ま
い
市
民
が

利
用
で
き
な
い
と
聞
く
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
把
握
し
て

い
る
か
。

財
政
課
長

そ
の
よ
う
な

話
は
聞
い
て
い
る
。

川
内

で
は
、
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。

財
政
課
長

指
定
管
理
者

と
協
議
し
検
討
を
し
な
け
れ

ば
と
は
思
っ
て
い
る
。

川
内

市
民
優
先
と
な
れ

ば
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
か
。

財
政
課
長

現
状
2
ヵ
月

前
か
ら
の
予
約
制
度
を
、
市

外
利
用
者
の
み
1
ヵ
月
前
か

ら
と
検
討
を
し
た
い
。

川
内

市
民
以
外
の
利
用

者
は
、
高
速
道
路
を
使
っ
て

で
も
、
使
用
料
が
他
よ
り
も

安
い
の
で
利
用
す
る
と
聞
く

が
。財

政
課
長

市
民
以
外
の

使
用
料
は
、
平
成
31
年
の
消

費
税
の
改
定
に
合
わ
せ
て
検

討
を
し
た
い
。

川
内

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

で
の
対
応
を
今
後
は
望
む
。

市
長

難
し
い
問
題
で
慎

重
に
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

塩
田
川
の
河
川
改
修
は

川
内

駅
周
辺
の
塩
田
川

の
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

市
長

河
川
内
の
遊
歩
道

の
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

川
内

既
設
の
護
岸
の
補

強
も
重
ね
合
わ
せ
、
遊
歩
道

を
市
街
地
ま
で
で
き
な
い

か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

今
後

も
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

川
内

旅
館
街
を
流
れ
る

河
川
内
の
堆
積
土
の
改
修

は
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

県
は

景
観
よ
り
通
水
を
第
一
に
考

え
現
状
は
通
水
に
余
裕
が
あ

る
た
め
、
改
修
は
で
き
な
い

と
い
う
。

川
内

河
川
も
観
光
の
ま

ち
の
一
部
で
あ
り
、
今
後
、

強
く
要
望
を
望
む
。

市
長

景
観
だ
け
で
な
く

防
災
も
含
め
、
私
か
ら
も
再

度
要
望
を
す
る
。

移
住
者
対
策
は

川
内

東
京
の
「
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

相
談
者
の
7
割
は
若
者
で
あ

り
田
舎
で
働
き
た
い
と
い
う

が
、
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な

ら
な
い
理
由
を
問
う
。

企
画
政
策
課
長

現
状
、

セ
ン
タ
ー
の
佐
賀
県
デ
ス
ク

と
連
携
し
て
頑
張
っ
て
い

る
。市

長

こ
れ
か
ら
は
、
他

も
勉
強
し
効
果
が
上
が
る
よ

う
努
力
を
し
た
い
。
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ノシシが
減少しない原因は

山里の農作物が
餌となっている

辻 浩一議員
イ
答

山
下

新
幹
線
嬉
野
温
泉

駅
の
名
称
で
あ
り
駅
構
内
に

温
泉
の
利
用
が
で
き
な
い

か
。市

長

温
泉
を
引
き
込
む

か
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
検
討
す

る
。

乳
が
ん
検
診
に
若
年
齢
層
も

山
下

乳
が
ん
検
診
は
国

の
制
度
で
40
歳
以
上
と
な
っ

て
い
る
が
、
市
独
自
に
若
い

世
代
の
受
診
が
希
望
者
だ
け

で
も
で
き
な
い
か
。

市
長

検
診
し
た
結
果
ま

で
責
任
を
持
つ
体
制
が
必

要
。
造
影
の
精
度
が
40
歳
以

上
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今

後
、
医
療
技
術
の
進
歩
の
中

で
検
討
し
た
い
。

医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
は

山
下

医
療
セ
ン
タ
ー
の

跡
地
の
活
用
計
画
は
。

企
画
政
策
課
長

業
者
に

調
査
を
委
託
し
て
い
る
。

山
下

市
と
し
て
考
え
方

の
骨
子
は
提
示
し
て
い
る

か
。企

画
政
策
課
長

ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
に
合
う
よ
う

考
え
て
い
き
た
い
。

辻

出
産
頭
数
が
多
い
の

は
養
豚
場
の
豚
と
交
配
し
た

イ
ノ
シ
シ
が
い
る
か
ら
と
言

う
話
は
聞
い
た
こ
と
は
な
い

か
。農

林
課
長

イ
ノ
ブ
タ
系

が
多
い
か
ら
出
産
頭
数
が
多

い
と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。辻

専
門
家
の
意
見
で

は
、
三
代
下
れ
ば
豚
の
形
質

は
な
く
な
り
、
現
在
の
養
豚

経
営
の
豚
舎
等
考
え
れ
ば
交

雑
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
さ
れ
て
い
る
。
耕
作
放
棄

地
の
農
作
物
や
自
家
菜
園
の

作
物
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
の

一
つ
で
あ
り
、
管
理
が
重
要

で
は
な
い
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
で
果
樹
等
の
作

物
の
管
理
の
指
導
は
で
き
て

い
な
い
。
今
後
、
担
い
手
を

斡
旋
し
耕
作
放
棄
地
を
減
ら

す
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
生

息
域
や
餌
場
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。

辻

出
荷
用
作
物
の
防
御

対
策
が
進
み
、
被
害
金
額
自

体
は
減
少
し
て
い
る
が
、
自

家
菜
園
の
対
策
の
不
備
や
農

作
物
の
廃
棄
物
が
餌
と
な
っ

て
い
る
。
個
体
数
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
考
え
た
場
合
、
指

導
や
啓
蒙
を
進
め
て
行
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長

今
後
チ
ラ
シ

等
配
布
し
て
い
き
た
い
。

辻

近
隣
自
治
体
と
の
連

携
は
で
き
て
い
る
の
か
。

農
林
課
長

鹿
島
・
藤
津

と
の
連
携
は
で
き
て
い
る
。

長
崎
県
側
と
の
連
携
も
で
き

て
い
た
が
、
そ
の
協
議
体
が

解
散
と
な
っ
た
の
で
、
現
在

存
在
し
て
い
な
い
。
今
後
、

話
は
し
て
い
き
た
い
。

辻

も
う
一
つ
の
要
因
と

し
て
、
捕
殺
し
た
イ
ノ
シ
シ

を
埋
設
処
分
し
て
い
る
が
、

埋
設
が
浅
か
っ
た
り
投
棄
し

た
場
合
イ
ノ
シ
シ
の
餌
と
な

り
、
多
産
の
大
切
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
っ
て
い
る
。
餌

と
な
ら
な
い
よ
う
な
処
理
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

や
む
得
ず
埋
設
処

理
し
て
い
る
。
今
後
広
域
組

織
の
中
で
、
深
く
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
。

防
災
広
場
に

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
発
着
場
を

辻

災
害
復
旧
の
第
一
歩

は
が
れ
き
処
理
が
大
切
で
あ

る
。
防
災
広
場
の
今
後
の
展

開
は
ど
う
す
る
。

市
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単

位
で
1
カ
所
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

辻

防
災
広
場
の
設
置
基

準
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
発

着
で
き
る
環
境
を
加
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

そ
こ
ま
で
考
え
て

い
け
れ
ば
と
思
う
。

▲市内に広がっている耕作放棄地

▲整備された湯河原温泉の源泉集中管理

１５

い
っ
ぱ
ん
質
問



▲人口減少問題を取り上げた冊子

人
口
減
少
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
は

山
口
忠
孝
議
員

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く

答

れしの茶交流館運営と
オープニングは

民間と協力しながら
やっていく

宮﨑良平議員
う
答

山
口

コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
計
画
や
立
地
適
正
化
計

画
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

ど
ち

ら
も
同
じ
よ
う
な
計
画
で
、

都
市
計
画
区
域
内
で
は
居
住

誘
導
区
域
と
都
市
機
能
区
域

（
公
共
施
設
等
）
を
設
け
て

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
都
市

計
画
区
域
外
は
、
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
と
し
て
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
い
で
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

山
口

こ
の
事
業
は
簡
単

に
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

5
年

や
10
年
で
は
な
く
、
長
い
時

間
を
か
け
て
嬉
野
の
ま
ち
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
計
画

と
考
え
て
い
る
。

山
口

公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

財
政
課
長

人
口
減
少
を

見
据
え
た
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
体
育
館

と
市
民
セ
ン
タ
ー
を
計
画
し

て
い
る
。

山
口

佐
世
保
市
を
中
心

と
し
た
連
携
中
枢
都
市
圏
構

想
に
参
加
す
る
と
の
こ
と
だ

が
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の

か
。企

画
政
策
課
長

佐
世
保

市
か
ら
誘
い
が
あ
り
、
長
崎

県
の
周
辺
自
治
体
と
伊
万
里

市
や
武
雄
市
、
有
田
町
と
本

市
で
様
々
な
分
野
を
連
携
し

て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
10
月
に
参
加
の

意
思
表
示
を
し
て
、
一
つ
で

も
連
携
で
き
る
も
の
が
あ
れ

ば
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

障
が
い
者
雇
用
は
適
切
か

山
口

市
職
員
の
障
が
い

者
の
雇
用
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
非
常

勤
や
臨
時
職
員
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

3
名
を
雇
用

し
て
お
り
、
雇
用
率
は
1
・

65
％
で
法
定
雇
用
率
の
2
・

3
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
次

年
度
に
募
集
を
か
け
た
い
。

非
常
勤
や
臨
時
職
員
で
の
雇

用
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
本
市
と
し
て
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

河
川
清
掃
は

山
口

轟
の
滝
の
周
辺
作

業
を
ど
う
感
じ
た
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

非
常

に
有
効
で
あ
っ
た
。

山
口

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

等
に
依
頼
で
き
な
い
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

お
願

い
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

宮
﨑

現
在
建
設
中
の
う

れ
し
の
茶
交
流
館
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

市
長

年
内
に
は
工
事
終

了
予
定
。
外
構
工
事
な
ど
を

翌
年
2
月
ま
で
と
し
、
年
度

内
に
は
す
べ
て
の
工
事
を
完

了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。宮

﨑

運
営
に
つ
い
て
、

当
然
入
館
料
だ
け
で
は
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
補
え
な
い

と
思
う
が
、対
策
は
あ
る
か
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長

入
館

料
だ
け
で
は
赤
字
に
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
茶
摘
み
や
手

も
み
体
験
、
淹
れ
方
教
室
や

喫
茶
・
売
店
の
売
り
上
げ
を

考
慮
し
て
い
る
。

宮
﨑

こ
こ
の
と
こ
ろ
民

間
の
方
々
を
中
心
に
お
茶
の

提
供
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
大
き
く

注
目
を
集
め
て
い
る
。
賛
否

両
論
あ
る
が
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
掴
ん
だ
画
期
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思

う
。
ど
う
考
え
る
か
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長

協
力

体
制
が
で
き
れ
ば
、
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宮
﨑

明
治
維
新
と
嬉
野

茶
に
お
い
て
は
深
い
関
り
が

あ
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
、
県
が
主
体
で
お
こ

な
っ
て
い
る
明
治
維
新

1
5
0
周
年
イ
ベ
ン
ト
と
絡

め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

市
長

リ
バ
テ
ィ
で
嬉
野

茶
と
明
治
維
新
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
予
定

だ
が
、
市
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
県
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

１６
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山間地の荒廃を
防げ

直接支払制度継続に向け
推進していく

大島恒典議員
中
答

大
島

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
は
現
在
4
期
目

で
活
動
中
で
あ
る
。
担
い
手

の
減
少
で
継
続
が
困
難
な
地

域
も
あ
る
。
今
後
の
対
策

は
。市

長

制
度
の
維
持
が
困

難
な
地
区
も
出
て
き
て
い
る

が
、
国
土
保
全
や
地
域
の
環

境
保
全
の
た
め
に
は
必
要
な

事
業
で
あ
り
、
国
に
対
し
て

は
継
続
を
お
願
い
し
て
い

く
。大

島

4
期
目
か
ら
制
度

の
減
免
措
置
や
要
件
の
緩
和

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
引

き
続
き
事
業
を
継
続
し
て
も

ら
う
た
め
に
地
区
に
対
し
て

説
明
に
努
め
る
べ
き
で
あ

る
。農

林
課
長

要
件
の
緩
和

や
追
加
さ
れ
た
制
度
に
つ
い

て
説
明
を
し
な
が
ら
、
5
期

目
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

大
島

中
山
間
地
に
お
け

る
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は

最
終
処
分
の
課
題
が
あ
る
。

現
在
、
長
崎
県
の
業
者
が
飼

料
や
肥
料
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
研
究

し
て
は
ど
う
か
。

市
長

再
利
用
で
き
れ
ば

非
常
に
良
い
と
考
え
る
。
情

報
を
仕
入
れ
な
が
ら
将
来
に

備
え
た
い
。

移
住
者
支
援
対
策
は

大
島

移
住
支
援
に
対
す

る
今
後
の
計
画
は
。

市
長

移
住
の
あ
っ
せ
ん

組
織
は
多
数
あ
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
な
が
ら
努
力

し
て
い
く
。

大
島

移
住
支
援
を
行
う

「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
へ
、
市
と
し
て
も
会

員
登
録
を
行
い
積
極
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
環
境
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長

登
録
に

つ
い
て
は
ほ
か
の
自
治
体
の

移
住
実
績
な
ど
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

湯
け
む
り
広
場
の
考
え
は

大
島

温
泉
情
緒
の
創
出

と
い
う
こ
と
で
整
備
が
行
わ

れ
た
が
、
市
民
か
ら
賛
否
を

含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

聞
く
。
今
後
の
施
設
に
対
し

て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

市
長

経
費
節
減
も
十
分

に
考
慮
し
て
、
観
光
誘
客
に

寄
与
す
る
よ
う
有
効
活
用
し

て
い
き
た
い
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

施
設

に
関
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
そ

の
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

も
計
画
し
て
い
き
た
い
。

大
島

施
設
の
更
新
時
に

は
検
討
を
お
願
い
し
て
お

く
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

検
討

し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
誘
致
と

施
設
拡
充
対
策
は

宮
﨑

ス
ポ
ー
ツ
誘
致
に

お
い
て
は
、
着
実
に
実
績
も

上
が
り
成
功
し
て
い
る
。
反

面
、
市
民
の
利
用
が
で
き
な

い
な
ど
の
、
ハ
ー
ド
面
に
お

い
て
限
界
が
き
て
い
る
。
対

策
は
あ
る
か
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
中
で
未
来

を
見
据
え
た
現
実
的
な
ス

ポ
ー
ツ
推
進
政
策
策
定
に
向

け
研
究
し
て
い
る
。

宮
﨑

平
成
32
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
、
ま
た
平
成
35
年
佐
賀

国
体
開
催
地
の
中
で
施
設
改

修
に
か
か
わ
る
補
助
制
度
の

活
用
は
検
討
し
て
い
る
か
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

市
の
財
政
負
担
も
あ
る
。
財

政
課
な
ど
と
協
議
し
、
研
究

し
て
い
く
。

そ
の
他

・
市
役
所
の
組
織
運
営
と
庁

舎
の
今
後
に
つ
い
て

・
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

▲手入れが行き届いている中山間地域（吉田地区）

▲着々と工事が進むうれしの茶交流館

１７
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町田・火の口交差点の
道路改良を急げ

相続関係を整理中

西村信夫議員
五
答

▲市道新設が望まれる轟地区周辺

轟
地
区
に
市
道
の

新
設
を

田
中
政
司
議
員

検
討
の
余
地
は

十
分
あ
る
と
思
う

答

西
村

五
町
田
・
火
の
口

交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
経

緯
と
今
後
の
見
通
し
は
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

早
い

交
差
点
の
改
良
を
望
ん
で
い

る
が
、
権
利
関
係
を
整
理
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

西
村

国
道
4
9
8
号
線

（
樋
口
病
院
か
ら
下
久
間
荒

木
商
店
ま
で
）
の
道
路
改
良

計
画
は
ど
う
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

佐
賀

県
に
改
良
区
間
約
9
0
0

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
現
道
拡

幅
で
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
。
残
り
数
名
の
地
権
者
同

意
が
必
要
で
あ
る
。

学
校
現
場
で
の

長
時
間
労
働
の
実
態
は

西
村

市
内
小
中
学
校
教

職
員
の
時
間
外
勤
務
実
態

は
。教

育
長

教
諭
1
カ
月
当

た
り
の
時
間
外
労
働
時
間
は

平
均
で
小
学
校
29
・
6
時

間
、
中
学
校
で
70
・
3
時
間

で
あ
る
。

西
村

労
働
基
準
法
で
労

働
時
間
が
6
時
間
を
超
え
た

場
合
に
45
分
の
休
憩
時
間
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

な
っ
て
い
る
。
学
校
現
場
の

実
態
は
。

教
育
長

法
的
に
み
る
と

非
常
に
難
し
く
厳
し
い
部
分

が
あ
る
。

市
職
員
・
学
校
職
員
の

安
全
配
慮
義
務
ど
う
す
る

西
村

本
市
の
適
正
労
働

配
慮
義
務
の
対
応
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

過
剰
な
労
働

田
中

轟
小
学
校
か
ら
轟

橋
ま
で
の
轟
地
区
の
水
田
地

帯
に
お
い
て
は
、
以
前
に
区

画
整
理
を
計
画
さ
れ
た
が
実

現
で
き
て
い
な
い
。
土
地
の

有
効
利
用
等
を
図
っ
て
い
く

上
に
お
い
て
、
轟
小
学
校
の

入
口
か
ら
轟
橋
ま
で
の
河
川

側
に
市
道
の
新
設
は
で
き
な

い
か
。

市
長

諸
般
の
事
情
で
区

画
整
理
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
区
画
整
理
は
難
し

い
と
思
う
が
、
道
路
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
全
体

の
農
業
が
活
性
化
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
検
討
の
余

地
は
十
分
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

増
や
せ

田
中

現
在
市
内
に
は
13

カ
所
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン

ト
が
あ
る
が
、
十
分
か
。

市
長

今
の
と
こ
ろ
十
分

設
置
で
き
て
い
る
。
理
由
と

し
て
嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
が

近
く
、陸
送
が
非
常
に
多
い
。

田
中

医
療
セ
ン
タ
ー
か

ら
離
れ
て
い
る
陣
野
地
区
な

ど
に
お
い
て
は
、
電
線
や
防

霜
フ
ァ
ン
な
ど
に
よ
り
降
り

ら
れ
る
場
所
が
な
い
と
聞

く
。
乗
用
摘
採
機
で
の
事
故

な
ど
不
測
の
事
態
に
備
え
整

備
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

消
防
本
部
あ
た
り

の
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
て
少
し
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

農
業
集
落
排
水
の
真
空
桝

ユ
ニ
ッ
ト
個
人
負
担
は

田
中

公
共
下
水
・
市
営

浄
化
槽
・
農
業
集
落
排
水
の

使
用
料
の
統
一
化
は
い
つ
頃

か
。環

境
下
水
道
課
長

担
当

課
の
目
標
と
し
て
は
、
平
成

31
年
4
月
と
考
え
て
い
る
。

田
中

料
金
統
一
の
根
本

的
な
考
え
方
は
。

市
長

公
共
料
金
の
一
部

で
あ
り
、
市
民
の
負
担
は
同

じ
で
あ
っ
た
方
が
良
い
と
い

う
の
が
大
前
提
で
あ
る
。

田
中

農
業
集
落
排
水
の

区
域
内
に
お
い
て
、
一
部
の

地
域
で
は
真
空
桝
ユ
ニ
ッ
ト

を
利
用
し
て
お
り
、
新
規
に

加
入
す
る
場
合
は
個
人
負
担

で
あ
る
。
他
の
自
治
体
で
は

補
助
制
度
も
あ
る
が
。

環
境
下
水
道
課
長

補
助

が
あ
る
自
治
体
も
あ
る
。
担

当
課
と
し
て
は
新
た
に
宅
地

化
さ
れ
た
場
合
、
真
空
桝
ユ

ニ
ッ
ト
が
高
額
な
た
め
、
市

営
浄
化
槽
で
取
り
組
め
な
い

か
検
討
中
で
あ
る
。
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内介護施設の
入所者状況はどうか

現在満床状態に
なっている

田中平一郎議員
市
答

が
原
因
と
な
っ
て
健
康
を
害

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
毎

日
朝
礼
で
職
員
の
健
康
状
態

を
把
握
し
業
務
を
行
っ
て
い

る
。教

育
長

教
職
員
の
過
労

死
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
き
教
職
員
の
健
康
管
理

に
努
力
し
て
い
る
。

平
成
２９
年
産

コ
メ
概
算
金
の
状
況
は

西
村

佐
賀
県
産
コ
メ
概

算
金
（
仮
渡
金
）
と
生
産
者

へ
の
支
払
い
状
況
は
。

農
林
課
長

概
算
金
は
9

月
中
旬
以
降
に
全
農
県
本
部

で
決
定
さ
れ
、
生
産
者
へ
の

支
払
い
は
出
荷
さ
れ
た
後
、

例
年
12
月
上
旬
頃
に
支
払
わ

れ
て
い
る
。

西
村

コ
メ
の
直
接
支
払

交
付
金
（
10
ア
ー
ル
当
た
り

7
5
0
0
円
）
が
廃
止
に
な

る
が
本
市
全
体
の
減
少
額
は

ど
う
な
る
か
。

市
長

昨
年
の
実
績
か
ら

全
体
で
約
4
5
0
0
万
円
の

減
少
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

田
中

市
内
の
介
護
施
設

数
や
、
そ
の
定
員
に
対
す
る

入
所
者
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
長

市
内
の
介
護
施
設

で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

3
施
設
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
済
昭
園
が
50
床
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
涼
館

が
50
床
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
う
れ
し
の
50
床
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
満
床
状

態
と
な
っ
て
い
る
。

田
中

各
施
設
に
入
所
す

る
に
は
、
ど
の
様
な
条
件
が

必
要
な
の
か
。

市
長

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
新
規
入
所
の
場

合
、
要
介
護
認
定
で
原
則
要

介
護
3
以
上
と
認
定
さ
れ
た

方
が
対
象
で
あ
る
。
要
介
護

1
・
2
の
方
は
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
限

ら
れ
て
い
る
。

田
中

入
所
検
討
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

市
長

入
所
指
針
に
基
づ

い
て
、
主
た
る
介
護
者
等
の

状
況
、
ま
た
、
居
宅
サ
ー
ビ

ス
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て

点
数
化
し
て
得
点
の
高
か
っ

た
方
か
ら
、
入
所
検
討
委
員

会
に
お
い
て
入
所
決
定
さ
れ

て
い
る
。

田
中

入
所
検
討
委
員
会

は
誰
が
行
う
の
か
。

市
長

入
所
検
討
委
員
会

は
施
設
長
、
生
活
相
談
員
、

介
護
職
員
、
介
護
支
援
専
門

員
の
他
に
、
施
設
外
の
第
三

者
を
任
命
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

田
中

や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
と
は
、
ど
ん

な
事
情
な
の
か
。

福
祉
課
長

要
介
護
1
・

2
の
方
で
あ
っ
て
も
、
や
む

を
得
な
い
事
情
、
例
え
ば
認

知
症
が
ひ
ど
く
て
、
ど
う
し

て
も
家
族
で
見
る
事
が
で
き

な
い
と
か
、
知
的
障
害
や
精

神
障
害
等
で
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
な
、
そ
う

い
っ
た
困
難
さ
が
見
ら
れ
る

場
合
等
で
あ
る
。

田
中

市
内
に
ま
だ
多
く

の
入
所
待
ち
の
方
が
お
ら
れ

る
中
で
、
本
市
独
自
に
入
所

判
定
の
条
件
緩
和
は
で
き
な

い
の
か
。

市
長

こ
れ
は
県
の
入
所

指
針
に
基
づ
い
て
各
施
設
の

入
所
指
針
が
で
き
て
い
る
。

独
自
の
条
件
緩
和
は
で
き
な

い
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
た
い
。

田
中

宅
老
所
の
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

福
祉
課
長

宅
老
所
に
つ

い
て
は
、
今
、
県
が
す
す
め

て
い
る
が
、
実
際
、
泊
り
を

し
て
い
る
居
宅
の
事
業
所
で

介
護
保
険
の
適
用
は
受
け
な

い
。
個
人
で
契
約
を
さ
れ

て
、
そ
こ
で
生
活
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

▲満床状態の市内介護施設

▲早急に改良したい火の口交差点
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自
殺
総
合
対
策
大
綱
に

沿
っ
た
取
り
組
み
を

梶
原
睦
也
議
員

自
殺
対
策
に
つ
い
て
は

充
実
を
図
る

答

の滝公園駐車場の
整備はできないか

事業化に向けて努力する

増田朝子議員
轟
答

梶
原

全
国
で
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
者
数
約
7
千
人

に
対
し
、
自
殺
に
よ
る
死
者

数
は
約
5
倍
の
2
万
1
千
人

と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
4
月

に
市
町
村
自
殺
対
策
計
画
の

策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

が
。健

康
づ
く
り
課
長

第
3

次
嬉
野
市
健
康
総
合
計
画
の

中
に
自
殺
対
策
計
画
も
盛
り

込
む
予
定
だ
。

梶
原

唐
津
市
に
お
い
て

は
約
5
0
0
万
円
も

の
予
算
を
つ
け
て
自

殺
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
一
歩
進
ん

だ
対
策
を
や
る
た
め

に
は
予
算
の
増
額
計

上
も
必
要
で
は
。

健
康
づ
く
り
課
長

現
在
、
佐
賀
県
地
域

自
殺
対
策
事
業
と
い

う
形
で
県
の
補
助
金

を
活
用
し
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
予
算

獲
得
に
努
め
た
い
。

梶
原

本
年
7
月

に
自
殺
総
合
対
策
大

綱
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ

に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
す
べ

き
で
は
。

健
康
づ
く
り
課
長

主
に

相
談
支
援
従
事
者
の
研
修
、

心
の
健
康
相
談
、
心
の
訪
問

相
談
、
こ
こ
ろ
の
体
温
計
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
自
殺
対
策
に
つ
い
て
は
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

梶
原

自
殺
の
サ
イ
ン
に

気
づ
い
て
相
談
に
連
れ
て
い

く
、
相
談
に
乗
る
、
身
近
な

人
が
そ
う
い
う
役
割
を
果
た

す
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
の
開
催
を
要

請
し
て
い
た
が
。

健
康
づ
く
り
課
長

研
修

会
は
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

28
年
度
は
2
回
開
催
し
97
名

が
参
加
し
た
。

梶
原

内
閣
府
の
統
計
に

よ
る
と
、
子
供
の
自
殺
が
1

番
多
い
の
は
夏
休
み
明
け
の

9
月
1
日
と
の
こ
と
だ
が
、

教
育
現
場
で
の
取
り
組
み

は
。教

育
長

市
内
の
学
校
で

は
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
自
殺
の
予
防
も

含
め
た
指
導
を
し
て
い
る
。

特
に
、
人
権
教
育
の
観
点

か
ら
の
指
導
、
あ
る
い
は
夏

休
み
に
行
う
平
和
教
育
の
指

導
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
市
独
自
で
作
成
し
た
副

読
本
「
生
き
る
力
」
も
活
用

し
て
い
る
。

梶
原

昨
年
12
月
教
育
機

会
確
保
法
が
施
行
さ
れ
、
い

じ
め
等
で
悩
む
児
童
・
生
徒

の
休
養
の
必
要
性
、「
休
む

こ
と
も
必
要
で
あ
る
」
と
明

記
さ
れ
た
が
、
学
校
に
行
か

な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る

と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

教
育
長

私
も
そ
う
理
解

し
て
い
る
。
法
案
を
利
用
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

増
田

公
園
管
理
は
誰
が

行
っ
て
い
る
か
。

市
長

一
般
社
団
法
人
嬉

野
市
体
育
協
会
に
管
理
を
委

託
し
て
い
る
。

増
田

担
当
課
は
ど
こ

か
。財

政
課
長

指
定
管
理
の

担
当
は
財
政
課
。

増
田

除
草
作
業
の
回
数

は
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

委
託

前
は
樹
木
の
管
理
を
年
2
回

程
度
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
願
い
し
て
い
た
。

増
田

多
く
の
観
光
客
に

来
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
管

理
が
行
き
届
い
て
な
い
よ
う

に
感
じ
る
が
ど
う
か
。

財
政
課
長

再
度
確
認
を

し
て
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。増

田

ま
た
、
大
型
バ
ス

も
多
く
来
て
い
る
が
、
駐
車

場
が
狭
く
運
転
手
の
方
が
苦

労
さ
れ
て
い
る
。
駐
車
場
の

拡
張
と
整
備
が
で
き
な
い

か
。市

長

以
前
も
指
摘
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
事
業
化

に
向
け
て
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

う
れ
し
の
茶
交
流
館
に

つ
い
て
の
考
え
方
は

増
田

完
成
後
の
集
客
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。市

長

旅
行
業
者
、
旅
館

組
合
、
観
光
協
会
等
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
交
流
館
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
。

増
田

ハ
ウ
ス
の
お
茶
畑

の
完
成
予
定
は
。

▲自殺予防週間を告知するポスター
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島直澄公没後３５０年
記念行事は

記念の年に何ができるか
検討したい

生田健児議員
鍋
答

生
田

来
年
は
吉
田
に
窯

業
を
築
い
た
蓮
池
初
代
藩
主

鍋
島
直
澄
公
没
後
3
5
0
年

と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
。

市
は
関
連
の
催
し
等
計
画
し

て
い
る
の
か
。

市
長

何
が
で
き
る
か
な

ど
を
含
め
、
窯
元
組
合
等
と

協
議
し
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。生

田

地
元
よ
り
行
政
に

対
し
て
要
望
等
は
出
て
い
る

の
か
。

市
長

具
体
的
に
は
ま
だ

出
て
い
な
い
。

生
田

肥
前
吉
田
焼
の
歴

史
を
振
り
返
る
に
も
い
い
機

会
で
あ
る
。
歴
史
的
な
古
陶

磁
を
常
設
展
示
で
き
る
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

教
育
長

絶
好
の
機
会
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
何
か

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
い
る
。
今
後
、
様
子

を
見
な
が
ら
、
で
き
る
範
囲

で
協
力
し
て
い
き
た
い
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
は

生
田

高
齢
化
人
口
が
増

加
す
る
中
、
車
を
運
転
さ
れ

な
い
高
齢
者
の
方
が
役
所
ま

で
行
く
の
は
大
変
苦
労
す

る
。
事
前
に
ゆ
っ
く
り
料
金

等
を
気
に
せ
ず
相
談
で
き
る

よ
う
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長

技
術
的
に
は
今
の

状
況
で
も
可
能
。
た
だ
担
当

の
職
員
を
一
人
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
研
究
し
て
い
き
た

い
。生

田

吉
田
出
張
所
の
窓

口
業
務
が
16
時
ま
で
だ
。
も

う
少
し
延
長
は
で
き
な
い
の

か
。市

長

で
き
る
だ
け
受
付

時
間
は
長
く
と
い
う
こ
と
で

16
時
ま
で
と
い
う
こ
と
に
し

て
い
る
。

生
田

吉
田
出
張
所
、
吉

田
公
民
館
に
は
窓
口
業
務
の

職
員
、
公
民
館
長
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
務
局
長
の
3
名
が

お
ら
れ
る
が
、
窓
口
業
務
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
委
託
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

市
民
課
長

コ
ミ
ュニ
テ
ィ

は
全
く
別
の
組
織
と
考
え
て

い
る
。
情
報
公
開
の
絡
み
か

ら
し
て
も
、
委
託
に
つ
い
て

は
二
の
足
を
踏
む
。

ア
ニ
メ
漫
画
と
の
コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト
の
働
き
か
け
は

生
田

佐
賀
県
が
行
っ
て

い
る
若
い
世
代
の
誘
客
が
見

込
ま
れ
る
こ
う
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
に
関
わ
れ
る
よ
う
働
き

か
け
は
し
て
い
る
の
か
。

市
長

こ
れ
か
ら
も
機
会

が
あ
れ
ば
提
携
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い

る
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長

今
年

度
の
完
成
予
定
。

増
田

嬉
茶
楽
館
と
の
連

携
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長

指
定

管
理
の
農
協
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

増
田

嬉
茶
楽
館
で
行
わ

れ
て
い
る
体
験
は
ど
う
す
る

の
か
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長

来
年

4
月
以
降
、
交
流
館
に
引
き

継
ぐ
。

増
田

嬉
茶
楽
館
の
現
場

の
職
員
と
の
打
ち
合
わ
せ
を

す
る
べ
き
と
思
う
が
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長

早
急

に
進
め
て
い
き
た
い
。

増
田

交
流
館
で
お
茶
の

市
民
向
け
の
講
座
を
開
催
し

て
ほ
し
い
が
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長

取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他

・
横
竹
ダ
ム
に
つ
い
て

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ

い
て

▲毎年賑わっている吉田おやまさん陶器まつり

▲整備したい轟の滝公園駐車場
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読
書
月
間
の
取
り
組
み
は

山
口

要
議
員

い
ろ
い
ろ
と
予
定
し
て
い
る

答
山
口

本
年
6
月
議
会
の

議
員
提
案
で
読
書
条
例
を
制

定
し
た
。
そ
の
条
例
で
10
月

を
読
書
月
間
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
月
間
に
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
か
。

教
育
長

ポ
ス
タ
ー
や
図

書
館
だ
よ
り
等
に
よ
る
啓
発

活
動
や
文
学
と
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
る
文
学
散
歩
。
そ
れ

と
大
人
向
け
の
お
話
し
会
の

取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

山
口

こ
の
条
例
に
つ
い

て
の
市
長
の
考
え
方
は
。

市
長

非
常
に
大
切
な
条

例
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

次
年
度
の
予
算
に
は
必
ず
こ

れ
に
関
連
す
る
予
算
を
組
む

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

災
害
対
応
ど
う
す
る

山
口

災
害
時
の
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
で

断
水
で
も
使
え
る
ト
イ
レ

や
、
停
電
時
の
電
力
確
保
に

つ
い
て
の
状
況
は
ど
う
か

教
育
部
長

上
水
道
を
利

用
し
て
い
る
の
で
、
断
水
時

に
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
は
備

え
て
な
い
。
ま
た
、
非
常
用

発
電
等
も
設
置
を
し
て
な
い
。

山
口

こ
の
状
況
で
は
避

難
所
と
し
て
の
役
割
は
果
た

せ
な
い
。
今
後
に
つ
い
て
文

科
省
の
補
助
金
等
を
調
査

し
、見
直
し
や
検
討
を
せ
よ
。

教
育
部
長

検
討
し
た
い
。

山
口

災
害
受
援
計
画

（
災
害
時
に
他
の
自
治
体
や

機
関
か
ら
の
応
援
受
け
入
れ

の
計
画
）の
作
成
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

作
成
す
る
必

要
も
あ
る
と
思
う
が
、
今
の

段
階
で
は
作
成
し
て
い
な
い
。

山
口

今
後
ど
う
す
る
か
。

総
務
課
長

市
防
災
計
画

の
規
定
に
も
あ
る
の
で
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
作
成
し
た
い
。

相
続
放
棄
空
き
家
対
策
の

考
え
方
は

山
口

本
市
に
お
け
る
9

件
の
所
有
者
不
明
の
空
き
家

に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

9
件
は
老
朽

空
き
家
で
は
な
い
の
で
、
そ

う
な
る
前
に
手
段
を
講
じ
る
。

山
口

解
決
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
。

税
務
収
納
課
長

裁
判
所

へ
相
続
財
産
管
理
人
を
選
任

し
不
動
産
を
換
価
す
る
と
い

う
制
度
が
あ
る
。

山
口

こ
の
制
度
を
含

め
、
持
ち
主
不
明
の
空
き
家

に
対
し
て
税
条
例
の
見
直
し

が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が
。

税
務
収
納
課
長

全
体
を

見
直
し
て
い
く
た
め
に
は
必

要
と
考
え
る
が
、今
の
と
こ
ろ

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

忙しい9月議会

このあと広報編集委員会

日 程
開会、提案理由の
説明、委員長報告ほか
議案の詳細説明

常任委員会
常任委員会

一般質問（5人）

一般質問（5人）
一般質問（6人）

議案質疑（補正）
議案質疑（補正）

祝日
討論・採決（補正）

議案質疑（決算）
議案質疑（決算）

決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
（取りまとめ）
追加議案上程

討論・採決、閉会

議会関連

本会議

委員会
休会
休会
委員会
委員会
休会
休会
本会議
休会
休会
本会議
本会議
休会
本会議
本会議
休会
休会
休会
本会議
休会
本会議
本会議
休会
休会
委員会
委員会
委員会

委員会

本会議
休会

休会

休会
本会議

曜

金

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

木

金
土

日

月
火

日付

9月
1日

2日
3日
4日
5日
6日
7日
8日
9日
10日
11日
12日
13日
14日
15日
16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日

28日

29日
30日
10月
1日
2日
3日

議会関連
議会閉会後、初日編集作業

編集
入稿

小林市視察対応

初校受け・提出
2校受け・提出

最終校チェック
納品→棚入れ
配送

曜
火
水
木
火
木
金
水
木
金
金
月

日付
3
4
5
10
12
13
18
19
20
27
30 ▲大いに利用したい図書館（塩田図書館）

い
っ
ぱ
ん
質
問

市
議
会
の
日
程

２２



お
も
て
な
し
観
光
振
興

条
例
で
調
査

総 務 企 画
常任委員会

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
で
視
察

産 業 建 設
常任委員会

全
国
的
に
「
お
も
て
な
し

条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る

中
、
佐
賀
県
お
よ
び
県
内
自

治
体
で
は
制
定
を
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
今
回
、
先
進

地
の
滋
賀
県
甲
賀
市
と
三
重

県
尾
鷲
市
に
条
例
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

甲
賀
市
で
は
、
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
に
よ
り
執
行
部

よ
り
予
算
措
置
を
講
じ
る
状

況
が
生
ま
れ
る
等
、
市
内
産

業
の
活
性
化
の
一
助
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
尾
鷲
市
は

議
員
提
案
で
あ
る
こ
と

で
、
お
客
様
を
気
持
ち
よ

く
迎
え
る
た
め
に
除
草
作

業
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
意
識
向
上
に

つ
な
げ
て
い
る
。

現
在
、
国
は
観
光
産
業

の
振
興
を
掲
げ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

推
進
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
当
市
も
観
光
産

業
が
主
産
業
で
あ
り
推
進

が
必
要
で
あ
る
。
お
も
て

な
し
条
例
を
制
定
し
市
民

意
識
の
醸
成
や
様
々
な
施

策
の
推
進
を
図
る
た
め
の

ア
シ
ス
ト
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
今
後
も

調
査
研
究
を
継
続
す
べ
き

と
考
え
る
。

高
齢
社
会
を
見
据
え
た
地

域
包
括
ケ
ア
の
体
制
づ
く
り

が
急
が
れ
る
中
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
に
な

る
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
香
川
県
高
松
市
に
調

査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

高
松
市
で
は
、
高
齢
者
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
に
取
り

組
ま
れ
、
即
時
的
効
果
は
望

め
な
い
が
、
自
主
的
な
活
動

を
補
助
金
で
支
援
す
る
こ
と

で
住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り

の
意
識
付
け
に
つ
な
が
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
一
環
と
し

位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
介
護

予
防
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ

て
お
り
、
介
護
予
防
教
室
等

様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
老
人
会
の
加
入
者

の
減
少
や
文
化
サ
ー
ク
ル
活

動
の
停
滞
な
ど
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
行
政

か
ら
の
指
導
も
大
切
だ
が
、

住
民
自
ら
自
主
的
に
取
り
組

ん
で
い
け
る
施
策
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
」
は
、
地
域
構
成
員

の
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ

り
活
動
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
他
集

落
と
連
携
を
図
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
八
代
市
内
野
地

区
の
現
状
の
調
査
を
行
っ

た
。

委
員
会
の
意
見

内
野
地
区
は
、
平
成
25

年
度
よ
り
周
辺
の
2
集
落

と
協
定
し
活
動
を
広
げ
、

超
急
傾
斜
加
算
に
も
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
平
成
27

年
度
以
降
、
国
は
各
種
の

加
算
金
や
返
還
減
免
措
置

を
行
い
取
り
組
み
や
す
く

な
っ
て
は
い
る
が
、
5
年

間
継
続
で
き
る
か
と
心
配

を
さ
れ
協
定
参
加
に
は

ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
る
声
も

聞
く
。
中
山
間
地
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、
活
動
を

や
め
て
し
ま
う
と
農
地
や

地
域
の
荒
廃
が
加
速
度
的

に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
協
定
数
が
減
ら
な

い
よ
う
、
国
の
取
り
組
み
な

ど
周
知
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
り
、
集
落
間
の
連
携
や
担

い
手
の
確
保
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

高齢者の居場所づくり
事業を研修

文 教 福 祉
常任委員会

▲高松市で説明を受ける文教福祉委員

▲おもてなし条例を研修する総務企画委員

▲八代市で調査する産業建設委員

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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募集募集市議会議員候補者
市
議
会
議
員
へ
立
候
補

し
て
み
ま
せ
ん
か

今
、
嬉
野
市
で
は
少
子
高

齢
化
が
一
段
と
加
速
し
て
い

く
中
で
、
福
祉
問
題
や
産
業

振
興
な
ど
幾
多
の
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
と
更

な
る
活
性
化
の
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
様
方
の
新
し
い
提

案
が
必
要
で
す
。

未
来
の
嬉
野
市
づ
く
り
に

ロ
マ
ン
を
馳
せ
、
力
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
。

我
と
思
わ
ん
方
は
議
会
に

新
し
い
風
を
起
こ
す
べ
く
立

候
補
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
い
か
少
な
い
か
議
員
数

次
回
か
ら
2
名
減
の
16
名
に

嬉
野
市
議
会
議
員
の
定
数

の
見
直
し
は
平
成
27
年
12
月

議
会
で
議
員
提
案
に
よ
り
、

2
名
減
の
16
名
に
決
定
し
て

い
ま
す
。

嬉
野
市
に
な
っ
て
最
初
の

選
挙
時
（
平
成
18
年
）
は
22

名
で
し
た
が
、
平
成
22
年
に

4
名
減
で
18
名
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成
30
年
の
改

選
か
ら
は
16
名
に
な
り
ま

す
。選

挙
の
日
程
は
下
記
の
通

り
で
す
。

記

■
立
候
補
届
出
説
明
会

平
成
29
年
11
月
13
日
㈪

14
時
か
ら

嬉
野
市
中
央
公
民
館（
塩
田
）

■
告
示
日

平
成
30
年
1
月
14
日
㈰

■
投
票
日

平
成
30
年
1
月
21
日
㈰

９月の６日、７日に嬉野図書館で職場体験学
習をしました。事前学習で、礼儀や言葉遣いな
どを学習して準備していましたが、１日目はと
ても緊張しました。２日目は作業にも慣れて自
分から仕事を見つけて行動することができまし
た。この職場体験学習を通して学んだことが二
つあります。
一つ目は、適切な声量で挨拶したり話したり

することです。図書館では大きな声を出しては
いけないので、元気よく挨拶することはできま
せん。静かな声でも相手が聞きとりやすいよう
に挨拶したり話したりすることを心がけまし
た。その心がけは学校で発表するときにも生か
したいです。
二つ目は、仕事は最後まで気を抜かずにやる

ことです。２日目に本を本棚に戻す作業をしば
らくしていたら、だんだん疲れてきて少し気を
抜いてしまいました。しかし、職場体験学習と
いえども仕事をしているのだと気持ちを切り替
え、気を引き締め直して頑張りました。
普段の学校生活だけでは学べなかったことを

今回学ぶことができました。職場体験学習で学
んだことを今後の生活に生かしたいです。ま
た、嬉野図書館には、おもしろそうな本がたく
さんあったので、みんなに教えていきたいと思
いました。

議会広報編集特別委員会
委
員
長

山
下
芳
郎

副
委
員
長

山
口
忠
孝

委

員

山
口

要

〃

織
田
菊
男

〃

芦
塚
典
子

〃

森
田
明
彦

〃

川
内
聖
二

〃

生
田
健
児

コ
ラ
ム

「
長
靴
に
防
寒
着
、し
っ

か
り
着
て
い
る
ね
。
そ
れ

で
は
農
場
ま
で
の
道
す
が

ら
話
す
か
ら
ね
」
関
東
平

野
の
空
っ
風
が
吹
く
な
か

を
歩
き
な
が
ら
、
有
機
農

法
を
講
義
し
て
い
た
だ
い

た
。
御
年
80
歳
、
全
国
か

ら
の
塾
生
に
有
機
農
法
を

講
義
す
る
人
柄
に
ほ
れ
込

ん
で
頼
ん
だ
視
察
研
修
。

前
日
は
、
潮
来
舟
で
利
根

川
を
渡
っ
た
。
船
頭
小
唄

を
歌
い
な
が
ら
、
櫓
を
こ

ぐ
女
船
頭
さ
ん
は
83
歳
。

民
謡
調
の
節
回
し
に
胸
が

熱
く
な
っ
た
▼
私
の
記
憶

に
残
る
忘
れ
が
た
い

人
々
、
ご
高
齢
の
方
に
教

わ
っ
た
湧
き
上
が
る
よ
う

な
勇
気
と
地
道
な
生
き

方
。
政
治
談
議
に
時
を
忘

れ
て
暗
い
夜
道
を
帰
っ
た

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
決
し

て
超
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
如
切
如
磋
如
琢
如

磨
、
学
び
を
忘
れ
ず
活
か

す
道
を
歩
み
た
い
。（
典
子
）

中
学
生
の
声

図
書
館
で

学
ん
だ
こ
と

吉
田
中
学
校

平
川
陽
菜

議員定数

36

32

16

24

22

24

16

22

18

20

人口

234，758

125，001

30，205

56，034

72，832

49，665

19，937

45，641

27，017

32，038

市

佐 賀 市

唐 津 市

鹿 島 市

伊万里市

鳥 栖 市

武 雄 市

多 久 市

小 城 市

嬉 野 市

神 埼 市

県内１０市の議員定数の状況
平成28年12月31日現在

★この印刷物は、１部あたり４５円でできています。

▲嬉野市議会議場
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